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2000年以降、個を活かす組織が強調され始め
た。あれから20年以上が経ったが、組織は本当に個
を活かしきれていたのだろうか。ルールの標準化、公
平性を重んじる組織文化、上司によるマネジメントス
タイル、階層的な組織構造など、統一的なアプロー
チによって、成果が得られた一方で、個々の社員の
特性や個性が見落とされてきたことは否めない。今
もなお、組織が上位から押し付けるような個を“活か

す”という姿勢を取っているようでは、真の意味で
個々の能力を最大限に引き出すことは難しいだろう。
したがって、個を“活かす”という発想から、個が“活
きる”という発想へ転換して検討し、今取り組むべき
人事の役割を提示する。経営と人事にとって、組織
と個が活きることを後押しする契機にしたい。

人事は経営戦略の実現に貢献するために、多様な個の

能力が活きるよう人事制度のヴァリエーションを増やし

てきた。この多様性を育む取り組みは、今後も継続して

行われるべきである。しかし、制度を磨き込むだけでは、

個々の能力を最大限に引き出すことはできない。本レ

ポートでは、経営戦略を具現化するために、今人事が果

たすべき個が活きる役割とは何かを提示し、その実現に

向けた人事の役割転換を提案する。
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本プロジェクトの調査結果によれば、「個々が活躍
できている」と回答した人は25.2%であり、現在の企
業が運用している制度や規律では、個々のポテンシャ
ルを十分に発揮させることができていない実態が明ら
かになった。調査対象者である3者（人事部門、課
長・部長、一般社員）に分けて人事機能（採用、評価、
報酬、異動・配置、育成）に対する満足度を比較した
ところ、人事部門＞課長・部長＞一般社員というよう
に満足度が低くなる傾向が見られた。しかし、人事
機能を個別に見ていくと、柔軟な異動・配置、育成と
いった人事施策を中心にエンゲージメントと正に有
意な関係を示していることも分かった。個々にエン
ゲージメント高く働いてもらうには、個々人に向き合う
人事施策は効果がある、ということが示唆された。

各社の人事責任者で構成された研究会では、組
織、個人、組織と個人の関係、社会の4つの方向性

に対する9つの役割が明らかになった（図表参照）。
これからの人事は、これらの方向性を羅針盤として、
個々の能力が最大限に発揮されるよう働き掛ける
役割が求められる。個々が活きるための人事の役
割を実践していくためには、経営と人事が共にチャ
レンジしていくことが不可欠だ。これまでの「個を活
かす」アプローチから「個が活きる」アプローチへの
転換が必要だ、というのが本レポートの提言だから
である。最後に「個が活きる」人事の役割へと転換
するために、経営と人事が共に取り組むべき5つの
提言も付け加えた。ぜひ読んでいただければ幸い
である。

結 論

   個を活かしたいが、個が活きていない実態

   「個が活きる」組織へ　
   これからの人事の役割

組織と個人の関係に働き掛ける
          経営と一体になる1

組織に働き掛ける

社会に働き掛ける

          共感される旗を振る3

個人に働き掛ける

「組織目標の達成」と 「個が活きる状態」の両立

経営における重要な議題として人事が議論され、ビジネス現場に対して
も説得力のある人事戦略を展開できるように、人事は経営と一体になる。

         マネジャーの人材マネジメントに期待する8

マネジャーが成果につながる人材マネジメントを担えるように、人事
はマネジャーに期待し続ける。

          社会とのリレーションを育む9

自社が魅力的な会社としてあり続けられるように、人事は社会のなか
における自社の位置づけや見られ方を意識しながら、社会とのリレー
ションを育む。

         マネジャーのマインドを作る7

マネジャーの行動が会社のよりよい状態につながるように、人事はさ
まざまな機会を通じてマネジャーのマインドを作る。

            個の総和を超える環境を整える6

組織と個人がよい状態を保てるように、人事は社内外のリソースを活
用しながら、個人の総和を超えて活躍できる環境を整える。

         心身の安心・安全に配慮する4

社員の心身の健康を損ねる要因をなくしていくため、人事はさまざま
な仕掛けや取り組みを通じて、心身の安心・安全に配慮する。

         キャリアのオーナーシップを刺激する5

社員が自らの状況や意思に基づいて会社での働き方や貢献の仕方に責任
を持てるように、人事はキャリアのオーナーシップを刺激する。

         社員を介して組織文化を伝える2

社員が会社の理念に即した組織文化を醸成できるように、人事は場や
仕掛けを使って組織文化を社員や次世代に伝えていく。

情報の受け手を意識したマーケティングの発想に基づいて、人事は会社が
目指す方向に向けて共感される旗を振り、一緒に語れる仲間を増やす。

https://www.works-i.com/research/
report/shinjinji-report2.html
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